
アーカイブ室新聞 （2012年 9月 28日 第 645号） 

 

            国立天文台・天文情報センター・アーカイブ室 中桐正夫 

 

＊堂平観測所のコホーテク彗星（その 5）のシートフィルム 46枚を収蔵 

国立天文台天文情報センター・アーカイブ室では国立天文台の旧図書庫（昭和 5年(1930

年)建設）の１階に保管されている古い天体写真乾板等の整理を進めている。この作業の一

環の中から昭和 20年 2月の本館焼失で失われたと思われていた 100年以上前に撮影された

写真乾板が発見され、日本人最初の小惑星発見の写真乾板が出てくるという大きな発見も

あった。天体写真乾板の整理は佐々木君、大島君が進めており、筆者はこの物置状態の棚

から確たる資料とも思えない雑物の整理を引き受けている。今回は Contact Copy of Comet 

Kohoutek(1973f)と書かれた乾板の箱（写真 1）に入っていた資料である。箱の中にはコン

タクトコピーされたシートフィル 46 枚の他、堂平観測所の 50cm シュミット望遠鏡で撮影

したこれらの乾板のリストなどである。 

        

                写真 １ 

アーカイブ室新聞第 642号に「堂平観測所のコホーテク彗星（その 4）のシートフィルム

収蔵」という記事が書いてある。その時には SB 番号 1979 が 4 枚、SB1980 が 3 枚、SB1981

が 3 枚、SB1985 が 2 枚、SB1986 が 2 枚、SB1987 が 3 枚の 17 枚であった。今回はさらにま

とまって発見されたシートフィルム 46枚である。またアーカイブ室新聞第 474号に「堂平

観測所の Kohohtek彗星（その 3）の乾板のレプリカを収蔵（2011年 4月 21日）」、•第 471

号 Kohohtek彗星（その 2）の乾板のレプリカを収蔵（2011年 4月 19日）、•第 470号 堂



平観測所 50cm シュミット望遠鏡による Kohohtek 彗星の乾板のレプリカを収蔵（2011 年 4

月 15日）という記事があり、コホーテク彗星につての第 5報の報告となる。発見され次第

記事を書いているが、おそらくコホーテク彗星のシートフィルムの報告はこれが最後であ

ろう。今回のシートフィルムの保存状態も良好とはいえない状態であった。 

今回のシートフィルムはネガになっており、今までのポジとは違っている。原版から密

着のポジを作成し、またそのポジから密着でネガを作成したものと思われる。 

こんな回の箱には、堂平観測所の 50cmシュミット望遠鏡で撮影された乾板の内、SB1754

～2006 までのリストが同梱されている。このリストを元に今回収蔵のシートフィルムを整

理した表が表 1である。 

   

   



   

 表 1で U.T.は露出時間の中心時刻、Exp.は秒で表した露出時間、Col.はフィルター、Obs.

は観測者で、Ks:香西。Tm：冨田、My：宮下、Sb：柴崎、Os：大島の各氏である。 

 以上 41枚のシートフィルムのサムネイルが写真 2である。 

 

 



 

 

                   写真 2 

 この写真 2の中の SB1987、SB1987-2は印画紙にプリントされたものでシートフィルムで

はない。また、この箱の中には、SB1904を印画紙のプリントしたもの 4枚が入っていた（写

真 3）。 

 

                  写真 3 

さらに、この箱の中には、このシートフィルム作成時のメモ書き 4 枚と、鹿児島宇宙空

間観測所のシュミット望遠鏡で撮影したフィルムの 1973年 11月 19日～29日間の 77枚分、

1974年 1月 12日～24日間の 128 枚分のリストが同梱されていた。 

 

これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


